
閻
魔
天
画
像
二
題

一
一
七

は
じ
め
に

　

閻
魔
天
の
画
像
作
例
は
少
な
く
な
い
。
病
気
平
癒
や
息
災
、
安
産
等
を
祈
願

し
て
平
安
時
代
か
ら
厚
く
信
仰
さ
れ
、
そ
の
修
法
記
録
も
多
く
残
る
。
独
尊
で

描
か
れ
る
閻
魔
天
画
像
と
し
て
、
京
都
・
醍
醐
寺
本
（
図
１
）、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
本
（
以
下
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
）（
図
２
）、
個
人
蔵
本
（
図
３
）
の
三

本
が
あ
る
他
、
多
く
の
閻
魔
天
曼
荼
羅
が
現
存
す
る
。
し
か
し
閻
魔
天
の
図
像

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
限
ら
れ
て
お
り
、
独
尊
像
の
三
本
と
東
密
系
閻
魔
天
曼

荼
羅
に
お
け
る
中
尊
・
閻
魔
天
は
、
菩
薩
形
で
右
手
の
掌
を
仰
ぎ
、
左
手
に
人

頭
幢
を
執
り
、
水
牛
に
半
跏
す
る
姿
に
統
一
さ
れ
る
。

　

但
し
、
同
一
の
図
像
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
な
か
に
も
、
右
手
の
形
や
顔
の
向

き
な
ど
に
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
論
じ
る
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
個
人

蔵
本
は
、
正
面
を
向
き
、
右
手
の
掌
を
仰
ぎ
、
左
手
に
人
頭
幢
を
持
っ
て
、
左

足
を
垂
下
さ
せ
て
水
牛
に
坐
す
姿
で
あ
る
。
こ
の
二
本
は
眷
属
の
有
無
に
差
異

閻
魔
天
画
像
二
題

│
│ 

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
本
と
個
人
蔵
本
を
中
心
に 

│
│
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一
一
八

が
あ
る
も
の
の
、
正
面
向
き
で
描
か
れ
た
単
独
像
と
し
て
共
通
し
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
両
者
の
制
作
さ
れ
た
時
期
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
こ
の
共
通
す
る
図
像
を
も
つ
二
本
に
つ
い
て
、
ま
ず
閻
魔
天
の
図

像
に
つ
い
て
確
認
し
、
次
に
様
式
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
年
代
を
考
察
す
る
。

そ
し
て
図
像
・
図
様
か
ら
閻
魔
天
に
関
す
る
作
品
群
の
ど
こ
へ
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
閻
魔
天
の
図
像

　

閻
魔
天
所
依
の
経
典
と
し
て
は
、
隋
代
の
闍
那
崛
多
訳
『
起
世
経
』、
達
摩

笈
多
訳
『
起
世
因
本
経
』、
唐
代
の
善
無
畏
訳
・
一
行
記
『
大
日
経
』
が
あ
る
。

ま
た
儀
軌
・
修
法
作
法
等
に
は
、
善
無
畏
訳
・
一
行
記
『
大
日
経
疏
』、
金
剛

智
訳
『
聖
無
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
』、
不
空
撰
『
焔
羅
王
供
行
法
次
第
』
な
ど

が
あ
り
、
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』、
訳
者
、
訳
年
代
不
明
『
十
二

天
供
儀
軌
』
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
図
像
の
根
拠
を
説
く
の
は
、『
聖
無

動
尊
安
鎮
家
国
等
法
』、『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』、『
十
二
天
供
儀
軌
』
で
あ

る
。『
聖
無
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
』（１
）に

は
、

　
　

 

南
方
作
黒
色
旗
。
旗
上
画
焔
摩
羅
天
。
乗
水
牛
。
右
手
持
焔
摩
幢
。
左
手

叉
腰
。

と
あ
り
、
水
牛
に
乗
り
、
右
手
に
焔
摩
幢
、
す
な
わ
ち
人
頭
幢
を
執
り
、
左
手

は
腰
に
当
て
る
図
像
を
説
く
。
こ
の
図
像
は
『
覚
禅
鈔
』
巻
第
一
一
八
「
焔
魔

天
法
」（２
）に

載
る
。

　
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』（３
）と

『
十
二
天
供
儀
軌
』（４
）は

同
文
で
、

　
　

 

南
方
焔
魔
天
。
乗
水
牛
右
手
執
人
頭
幢
左
手
仰
掌
。
有
二
天
女
侍
。
二
鬼

使
者
持
刀
持
戟
。
赤
黒
色
垂
右
脚
。

と
あ
る
。
水
牛
に
乗
り
、
右
手
に
人
頭
幢
を
執
り
、
左
手
は
掌
を
仰
ぐ
姿
で
、

こ
の
図
像
は
『
図
像
鈔
』

巻
十
「
天
等
下
」「
焔
魔

天
」（５
）や
、『
覚
禅
鈔
』
巻
第

一
一
八
「
焔
魔
天
法
」
（
６
）（
図

４
）、『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第

一
五
四
の
「
閻
魔
天
」
（
７
）
に
二

図
認
め
ら
れ
る
が
、
画
像
作

例
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　

一
方
、
左
右
手
の
持
物
・

印
相
が
儀
軌
と
反
対
と
な
る

図３

図４



閻
魔
天
画
像
二
題

一
一
九

閻
魔
天
が
、
現
図
系
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
外
金
剛
部
院
に
表
さ
れ
る
。
真
寂
撰

『
諸
説
不
同
記
』
第
八
（
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
）「
焔
摩
羅
王
」（８
）に
は
、

　
　

 
現
図
在
門
西
、
或
図
赤
黒
色
、
右
手
側
仰
掌
指
頭
向
右
少
竪
、
或
図
仰
掌

指
頭
向
右
屈
頭
指
、
左
手
向
内
執
壇
荼
、
杖
頭
有
金
半
月
形
上
有
一
人
頭

髪
髻
、
乗
臥
白
牛
垂
左
脚
、
其
中
在
毯
座
上
、
面
向
右
方
、
或
図
正
面
乗

青
水
牛
有
、
山
図
絡
結
角
根

と
あ
り
、「
現
図
」
に
お
け
る
閻
魔
天
は
、
面
を
右
に
向
け
、
右
手
を
仰
掌
し
、

指
頭
を
右
に
向
け
少
し
立
て
、
左
手
は
内
に
向
け
壇
荼
（
人
頭
幢
）
を
執
り
、

伏
し
た
白
牛
に
左
脚
を
垂
れ

て
乗
る
姿
で
あ
る
と
い
う
。

天
暦
五
年
（
九
五
一
）
の
醍

醐
寺
五
重
塔
の
造
立
と
同
時

制
作
と
さ
れ
る
初
重
壁
画

や
、
仁
和
寺
本
大
悲
胎
蔵
大

曼
荼
羅
に
表
さ
れ
た
閻
魔
天

（
図
５
）
は
、
頭
体
幹
部
を

右
に
向
け
、
右
手
の
掌
を
仰

ぎ
、
左
手
に
人
頭
幢
を
執
り
、
左
足
を
垂
下
す
る
姿
勢
で
、
水
牛
に
坐
す
姿
を

描
く
。

　

も
う
一
つ
、
左
右
手
の
持
物
・
印
相
が
儀
軌
と
反
転
す
る
図
像
が
あ
っ
た
ら

し
い
。『
諸
説
不
同
記
』
第
八
に
は
「
現
図
」
の
閻
魔
天
と
共
に
、「
或
図
」
に

描
か
れ
た
閻
魔
天
の
形
像
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
９
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
或
図
」

の
閻
魔
天
は
、
右
手
の
掌
を
仰
ぎ
、
指
の
頭
を
右
に
向
け
て
第
一
指
を
屈
し
、

左
手
は
内
に
向
け
て
壇
荼
を
執
り
、
正
面
を
向
い
て
青
水
牛
に
乗
る
姿
で
あ
る

と
い
う
。

　

以
上
を
閻
魔
天
の
左
右
手
に
注
目
し
て
ま
と
め
れ
ば
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①『
聖
無
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
』

　
　
　

…
…
右
手
に
人
頭
幢
を
執
り
、
左
手
は
腰
に
当
て
る
。

　
　

②『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』、『
十
二
天
供
儀
軌
』

　
　
　

…
…
右
手
に
人
頭
幢
を
執
り
、
左
手
は
仰
掌
す
る
。

　
　

③
現
図
系
胎
蔵
界
曼
荼
羅
、『
諸
説
不
同
記
』「
或
図
」

　
　
　

…
…
右
手
を
仰
掌
し
、
左
手
に
人
頭
幢
を
執
る
。

　

今
、
改
め
て
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
個
人
蔵
本
を
見
て
み
た
い
。
二
本
は
右
手
を
仰

掌
し
、
左
手
に
人
頭
幢
を
執
り
、
正
面
を
向
き
、
左
脚
を
垂
下
さ
せ
て
水
牛
に

坐
す
。
左
右
手
に
つ
い
て
は
現
図
系
胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
「
或
図
」
が
表
す
閻
魔

天
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。
真
寂
は
「
或
図
」
に
描
か
れ
た
閻
魔
天
の
右
手
に
つ

い
て
、
指
の
形
ま
で
細
か
く
観
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
現
図
」
と
の
差
異

を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
す
れ
ば
見
逃
せ
な
い
。
二
本
の
右
手
に
注
目
す

る
と
、
共
に
五
指
を
伸
ば
し
て
お
り
、
現
図
系
胎
蔵
界
曼
荼
羅
に
図
像
典
拠
を

求
め
る
こ
と
の
で
き
る
醍
醐
寺
本
と
も
同
じ
で
あ
る
。
正
面
を
向
く
閻
魔
天
の

姿
勢
は
、「
或
図
」
の
閻
魔
天
と
同
じ
く
す
る
が
、
水
牛
に
つ
い
て
は
二
本
と

も
白
色
系
で
、
醍
醐
寺
本
の
水
牛
と
同
じ
系
統
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
個
人
蔵
本
の
閻
魔
天
は
、
現
図
系
胎
蔵
界
曼
荼
羅
に
依
拠

す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

図５



一
二
〇

二
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
本

　

絹
本
著
色
、
掛
幅
装
。
縦
一
五
五
・
八
、
横
八
四
・
六
セ
ン
チ
。
左
か
ら

十
八
・
五
、六
六
・
五
セ
ン
チ
の
箇
所
に
絹
継
が
見
ら
れ
、
上
か
ら
二
・
〇
セ

ン
チ
と
下
か
ら
一
・
三
セ
ン
チ
の
箇
所
は
補
絹
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
に
つ
い
て
は
、
度
々
、
独
尊
の
作
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
こ
れ
を
主
と
し
て
扱
う
論
説
は
見
い
だ
せ
ず
、
作
品
解
説
に
と

ど
ま
る
）
₁₀
（

。

　
（
一
）
様
式
と
制
作
年
代

　

画
面
中
央
に
右
手
を
屈
臂
し
て
掌
を
仰
ぎ
、
左
手
に
人
頭
幢
を
執
り
、
氍
毹

座
上
に
坐
す
白
水
牛
に
左
脚
を
垂
下
し
た
姿
勢
で
乗
る
閻
魔
天
を
描
く
。
白
毫

相
、
三
道
相
を
表
し
、
耳
璫
を
付
け
る
。
以
下
、
詳
細
に
観
察
し
て
み
よ
う
。

　

頭
部
は
高
髻
を
結
い
、
耳
前
に
二
条
の
髪
束
を
通
し
、
両
肩
と
背
に
髪
を
垂

ら
す
。
頭
髪
は
現
状
で

深
緑
に
見
え
る
が
、
垂

ら
し
た
毛
先
に
は
群
青

が
残
る
（
図
６
）。
髪

際
に
は
現
状
で
群
青
に

見
え
る
彩
色
を
添
わ

せ
、
鎌
倉
時
代
仏
画
に

よ
く
見
ら
れ
る
手
法
を
と
る
。
眉
は
濃
い
墨
で
、
太
く
う
ね
り
を
も
っ
て
描

き
、
そ
の
下
に
深
緑
を
添
わ
せ
る
。
両
眼
の
上
瞼
は
濃
墨
線
で
、
目
頭
を
鋭
く

描
き
、
瞳
の
上
で
下
へ
う
ね
り
、
目
尻
で
再
び
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
吊
り
上

が
っ
た
目
の
印
象
を
与
え
る
。
瞳
は
黒
で
周
囲
を
朱
で
囲
み
、
目
頭
と
目
尻
に

緑
青
を
差
す
。
鼻
は
小
鼻
の
み
で
表
す
。
口
は
明
る
い
朱
で
彩
色
し
、
界
線
は

濃
墨
線
で
ひ
か
れ
、
中
央
で
下
向
き
に
尖
り
、
両
端
は
上
を
向
く
。
肉
身
部
は

す
べ
て
朱
線
で
描
き
起
こ
す
が
、
描
き
起
こ
し
の
朱
線
が
、
顔
の
輪
郭
か
ら
髪

際
線
ま
で
連
続
し
て
施
さ
れ
て
い
る
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
面
貌
に
見
ら
れ
る
太
く
、
は
っ
き
り
と
表
す
眉
や
、
濃
い
墨

で
た
っ
ぷ
り
と
ひ
か
れ
た
う
ね
り
の
強
い
上
瞼
は
、
十
二
世
紀
前
半
の
作
と
さ

れ
る
奈
良
国
立
博
物
館
蔵

十
一
面
観
音
画
像
（
図

７
）
や
、
奈
良
・
宝
山
寺

蔵
弥
勒
菩
薩
画
像
と
類
似

す
る
。
う
ね
り
を
持
た
せ

な
い
も
の
の
、
眼
の
上
辺

を
濃
墨
線
で
表
し
た
も
の

に
は
、
十
三
世
紀
初
頭
の

和
歌
山
・
桜
池
院
蔵
薬
師

十
二
神
将
画
像
の
菩
薩
形
が
あ
る
。
や
や
吊
り
上
が
っ
た
印
象
の
目
元
は
、
宝

山
寺
蔵
弥
勒
菩
薩
画
像
や
奈
良
・
新
薬
師
寺
蔵
仏
涅
槃
図
の
如
来
に
近
い
。
ま

た
繋
が
り
そ
う
な
両
眉
は
、
京
都
・
東
寺
伝
真
言
院
曼
荼
羅
の
諸
尊
と
相
近
い

図６

図７



閻
魔
天
画
像
二
題

一
二
一

で
あ
ろ
う
。

　

上
半
身
は
豊
満
な
体
つ
き
で
あ
る
。
仰
掌
し
た
右
手
の
掌
に
は
、
第
二
指
と

第
五
指
の
付
け
根
か
ら
手
首
に
か
け
て
肉
の
盛
り
上
げ
を
表
す
。
面
部
、
体
部

と
も
に
肉
色
の
肌
に
広
範
囲
に
渡
っ
て
強
い
朱
隈
を
施
す
。
肉
身
部
の
朱
隈

は
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
十
一
面
観
音
画
像
や
東
寺
伝
真
言
院
曼
荼
羅
の
諸
尊

に
相
通
じ
る
。

　

上
半
身
に
は
条
帛
と
天
衣
を
ま
と
う
。
条
帛
の
表
は
朱
地
に
花
紋
を
散
ら

す
。
花
紋
は
群
青
の
霊
芝
型
と
、
緑
と
白
緑
の
繧
繝
風
彩
色
の
葉
、
細
い
白
で

表
し
た
弦
で
構
成
さ
れ
る
。
条
帛
の
裏
は
白
緑
と
現
状
、
茶
に
み
え
る
色
で
衣

摺
紋
の
間
を
塗
り
分
け
る
。
天
衣
は
表
裏
と
も
に
朱
と
白
で
衣
摺
紋
の
間
を
塗

り
分
け
る
。
胸
飾
は
基
本
帯
に
金
箔
を
押
す
。
両
腕
に
は
三
つ
又
の
蕨
手
状
の

臂
釧
や
、
繧
繝
で
彩
色
し
た
蓮
弁
を
連
ね
た
も
の
と
、
金
箔
押
し
の
シ
ン
プ
ル

な
も
の
の
二
本
の
腕
釧
を
身
に
着
け
る
。
下
半
身
に
は
裳
を
履
い
て
腰
布
を
つ

け
る
。
裳
の
表
は
朱
地
に
、
団
花
紋
を
表
す
（
図
８
）。
団
花
紋
は
群
青
と
白

緑
、
現
状
で
茶
に
見
え
る

彩
色
で
彩
り
、
細
い
白
線

で
花
を
描
き
込
む
。
ま
た

白
の
蝶
紋
を
散
ら
す
の
が

珍
し
い
が
、
こ
れ
は
後
補

と
す
る
指
摘
も
あ
り）₁₁
（

即
断

は
避
け
た
い
。

　

条
帛
、
ま
た
裳
に
み
え

る
花
弁
や
葉
の
具
色
に
よ
る
繧
繝
風
彩
色
は
、
平
安
後
期
、
院
政
期
仏
画
に
広

く
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
団
花
紋
の
花
弁
や
葉
の
間
を
、
細
々
と
し
た
色
線
で

埋
め
る
よ
う
な
表
現
は
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）、
詫
磨
勝
賀
筆
と
さ
れ
る

東
寺
蔵
十
二
天
画
像
の
日
天
や
梵
天
の
裳
に
み
え
る
文
様
に
近
い
。

　

二
本
の
腕
釧
を
着
す
作
例
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
画
像
や

同
館
蔵
千
手
観
音
画
像
、
普
賢
菩
薩
画
像
、
広
島
・
持
光
寺
蔵
普
賢
延
命
画
像

な
ど
が
あ
り
、
図
像
で
は
建
久
五
年
良
慶
写
の
五
菩
薩
五
忿
怒
図
像
や
醍
醐
寺

蔵
八
大
明
王
図
像
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
政
期
に
広
く
好
ま
れ
た
意
匠
ら

し
い
。

　

閻
魔
天
が
坐
す
水
牛
は
体
部
を
右
に
向
け
、
首
を
大
き
く
捻
っ
て
、
四
脚
を

折
っ
て
伏
せ
る
。
両
目
は
見
開
き
、
目
尻
と
目
頭
に
は
群
青
を
差
す
。
角
先
、

眼
の
上
辺
、
蹄
に
濃
墨
を
用
い
る
他
は
、
や
や
薄
い
墨
で
肉
身
線
や
皺
を
描
き

起
こ
す
。
首
部
の
連
続
し
た
皺
や
尾
先
の
描
き
起
こ
し
は
乾
い
た
筆
に
よ
る
も

の
か
、
擦
れ
た
線
で
あ
る
。
腹
部
や
尻
部
と
い
っ
た
息
の
長
い
線
は
弱
々
し
い

印
象
で
あ
る
。
肉
身
は
白
で
鼻
先
や
首
部
中
央
、
腹
、
尻
な
ど
に
朱
隈
を
差
す
。

　

さ
て
、
制
作
年
代
で
あ
る
が
、
面
貌
表
現
や
肉
身
に
は
十
二
世
紀
前
半
の
諸

作
例
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
白
線
を
用
い
て
空
間
を
補
う
団
花
紋
や
、

や
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
図
の
水
牛
を
踏
ま
え
れ
ば
、
十
二
世
紀
後
半
の
作
と

想
定
で
き
る
。特
に
具
色
を
用
い
な
が
ら
も
衣
摺
紋
の
間
を
塗
り
分
け
る
と
い
っ

た
平
明
な
彩
色
方
法
が
見
ら
れ
、
白
線
で
空
間
を
補
う
団
花
紋
を
表
す
様
子
は
、

線
を
主
体
と
し
た
団
花
紋
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
直
前
の
東
寺
蔵
十
二
天
画
像
の

そ
れ
と
相
近
い
こ
と
か
ら
、
建
久
二
年
前
後
の
遠
く
な
い
時
期
と
考
え
る
。

図８



一
二
二

（
二
）
古
様
表
現

　

今
、
制
作
時
期
を
そ
の
様
式
か
ら
建
久
二
年
頃
と
想
定
し
た
が
、
改
め
て
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
に
認
め
ら
れ
る
古
様
表
現
と
特
徴
的
な
様
式
に
注
目
し
た
い
。
す
な

わ
ち
面
貌
表
現
や
肉
身
部
の
強
い
朱
隈
、
掌
の
肉
の
特
異
な
盛
り
上
げ
、
髪
際

ま
で
朱
線
を
沿
わ
す
描
法
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
面
貌
表
現
や
強
い
朱
隈
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵

十
一
面
観
音
画
像
や
東
寺
蔵
伝
真
言
院
曼
荼
羅
の
諸
尊
と
近
似
し
、
異
国
風
の

雰
囲
気
を
持
つ
。
宝
山
寺
蔵
弥
勒
菩
薩
画
像
や
新
薬
師
寺
蔵
仏
涅
槃
図
の
如
来

と
相
通
じ
る
丸
顔
で
、
目
尻
が
吊
り
上
が
る
相
貌
は
、
鎌
倉
時
代
の
南
都
仏
画

に
見
ら
れ
る
特
徴
と
さ
れ
る
）
₁₂
（

。
ま
た
右
掌
の
第
二
指
と
五
指
の
付
け
根
か
ら
、

双
丘
の
よ
う
に
肉
を
盛
り
上
げ
て
描
く
の
は
特
徴
的
で
（
図
９
）、
こ
の
よ
う

な
表
現
は
京
都
・
神
護
寺
蔵
高
雄
曼
荼
羅
の
金
剛
界
の
諸
菩
薩
や
、
東
京
芸
術

大
学
蔵
旧
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
後
壁
画
の
正
了
知
大
将
像
）
₁₃
（

（
図
10
）
と
い
っ

た
わ
ず
か
な
類
例
に
見
い
だ
せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
髪
際
ま
で
輪
郭
の

描
き
起
こ
し
の
朱
線
を
延
長
す
る
例
は
、
十
世
紀
半
ば
の
醍
醐
寺
五
重
塔
内
壁

画
や
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
の
銘
を
も
つ
和
歌
山
・
金
剛
峰
寺
蔵
仏
涅
槃

図
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
作
の
京
都
国
立
博
物
館
蔵
十
二
天
画
像
中
水
天

や
日
天
な
ど
が
あ
る
が
、
院
政
期
仏
画
に
多
く
用
い
ら
れ
た
手
法
で
は
な
い
と

い
う
）
₁₄
（

。
ま
た
画
面
構
成
に
お
い
て
は
泉
武
夫
氏
が
「
画
面
い
っ
ぱ
い
に
像
を
描

い
て
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
点
は
、
平
安
初
期
の
西
大
寺
十
二
天
画
像
を
想
い
起

こ
さ
せ
、
原
本
の
特
色
を
よ
く
留
め
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
₁₅
（

。

　

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
は
南
都
仏
画
と
さ
れ
る
作
品
や
、
そ
れ
に
引
用
さ

れ
る
図
像
、
平
安
前
期
の
作
例
と
共
通
す
る
表
現
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
を

以
っ
て
南
都
仏
画
の
一
群
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
。
閻
魔
天
が
密
教

尊
で
あ
り
）
₁₆
（

、
様
式
に
お
い
て
も
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
色
調
は
、
南
都
仏
画
に
用
い
ら

れ
る
乾
い
た
朱
や
丹
に
よ
る
明
る
い
色
調
）
₁₇
（

と
質
を
異
に
す
る
点
で
慎
重
に
判
断

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
十
一
面
観
音
画
像
や
宝
山
寺
像
弥
勒
菩
薩
画
像

と
い
っ
た
密
教
の
儀
軌
に
則
り
な
が
ら
南
都
仏
画
と
さ
れ
る
画
像
作
例
も
あ

る
。
ま
た
仁
安
二
年
（
一
一
六
二
）
正
月
十
日
の
日
付
を
も
つ
「
興
福
寺
別
当

尋
範
閻
魔
天
供
祭
文
」
）
₁₈
（

は
、
興
福
寺
僧
が
閻
魔
天
供
を
執
り
行
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
閻
魔
天
供
の
隆
盛
が
南
都
・
興
福
寺
に

ま
で
及
ぶ
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
同
時
に
閻
魔
天
を
受
容
す
る
土
壌
が
南
都

に
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
が
南
都
仏
画
群
と
相
近
い
表
現

を
持
つ
の
も
、
制
作
背
景
に
南
都
に
お
け
る
閻
魔
天
の
受
容
を
想
定
で
き
る
の

図９
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閻
魔
天
画
像
二
題

一
二
三

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
個
人
蔵
本

　

絹
本
著
色
、
掛
幅
装
。
縦
一
一
七
・
八
、
横
六
四
・
三
セ
ン
チ
。
画
面
左
か

ら
十
九
・
三
セ
ン
チ
の
箇
所
に
絹
継
ぎ
が
見
ら
れ
る
。
画
面
中
央
に
水
牛
に
坐

す
閻
魔
天
を
描
き
、
そ
の
左
右
下
に
二
眷
属
を
配
す
。
画
面
下
、
三
分
の
一
は

地
紋
を
表
す
。

　

個
人
蔵
本
は
個
人
蔵
に
帰
す
る
前
は
、
東
寺
観
智
院
に
伝
来
し
て
い
た
）
₁₉
（

。
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
同
様
に
、
独
尊
の
閻
魔
天
作
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
主
論
で
扱
っ
た
先
行
研
究
は
少
な
く
、
や
は
り
作
品
解
説
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
）
₂₀
（

。

　

以
降
、
個
人
蔵
本
の
様
式
を
確
認
し
、
制
作
年
代
を
検
討
す
る
。
ま
た
併
せ

て
三
尊
と
い
う
特
殊
な
図
様
の
典
拠
の
考
察
を
試
み
る
。

（
一
）
様
式
と
制
作
年
代

　

中
尊
の
閻
魔
天
は
正
面
を
向
き
、
左
手
に
人
頭
幢
を
持
ち
、
右
手
を
仰
掌
す

る
。
左
足
は
踏
み
下
げ
右
足
は
水
牛
の
背
に
乗
せ
て
半
跏
の
姿
勢
を
と
る
。
右

下
の
眷
属
は
菩
薩
形
で
、
閻
魔
天
を
見
上
げ
、
両
腕
を
屈
臂
し
、
左
手
に
人
頭

幢
を
持
ち
、
右
手
は
胸
前
で
掌
を
上
に
向
け
る
。
右
足
を
上
に
氍
毹
座
上
に
坐

す
。
左
下
の
眷
属
は
鬼
形
で
、
頭
体
幹
部
を
や
や
右
に
開
き
、
氍
毹
座
の
上
に

跪
く
。
右
手
は
腹
前
で
刀
を
持
ち
、
左
手
は
左
大
腿
に
軽
く
開
い
て
添
え
て
い

る
。
以
下
、
各
尊
ず
つ
詳
細
に
見
て
い
く
。

閻
魔
天

　

頭
部
（
図
11
）
は
、
高
髻
を
結
い
、
耳
前
に
二
条
の
髪
束
を
通
し
、
両
肩
と

背
に
垂
髪
す
る
。
頭
髪
は
群
青
。
両
眉
は
緩
や
か
に
弧
を
描
き
、
下
辺
に
深
緑

を
添
わ
せ
る
。
眼
の
上
辺
部
は
濃
墨
線
で
、
一
度
下
方
へ
緩
や
か
に
湾
曲
し
、

目
尻
で
再
び
引
き
上
げ
る
。
眼
の
下
辺
部
は
瞳
の
下
辺
を
残
し
、
朱
線
の
上
に

濃
墨
線
を
重
ね
る
正
統
的

な
手
法
を
と
る
。
目
頭
と

目
尻
に
は
深
緑
を
差
す
。

瞳
は
黒
で
、
そ
の
周
囲
を

深
緑
で
囲
む
。
鼻
は
小
鼻

の
み
を
表
す
。
唇
は
濃
い

朱
で
、
上
下
の
唇
の
界
線

は
墨
線
に
よ
る
。
十
二
世

紀
の
制
作
と
さ
れ
る
根
津

美
術
館
蔵
大
日
如
来
画
像

（
図
12
）、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
千
手
観
音
画
像
な
ど

と
比
較
す
れ
ば
、
両
眼
下

に
朱
隈
を
差
し
た
丸
い
顔

に
、
緩
や
か
な
眉
を
描
く

図11図12



一
二
四

点
で
共
通
し
て
お
り
、
院
政
期
の
趣
を
た
た
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
視

線
の
先
に
何
を
捉
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
様
子
は
、
院
政
期
仏
画
に
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

頭
光
は
四
層
構
成
の
宝
珠
形
で
、
最
外
区
に
は
仏
師
箔
に
よ
る
蔓
草
菊
花
紋

と
菱
型
を
散
ら
す
。
同
様
の
意
匠
は
、
十
二
世
紀
の
鳥
取
・
豊
乗
寺
蔵
普
賢
菩

薩
画
像
の
光
背
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
仏
師
箔
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
虚
空
蔵
菩

薩
画
像
に
多
用
さ
れ
る
）
₂₁
（

。

　

肉
身
部
は
す
べ
て
肉
色
で
、
輪
郭
線
は
朱
線
で
描
き
起
こ
す
。
上
半
身
に
は

条
帛
を
着
し
、
天
衣
を
ま
と
う
。
条
帛
（
図
13
）
の
表
は
現
状
で
、
う
す
い
茶

の
地
に
、
截
金
で
非
常
に
細
か
い
斜
め
格
子
紋
を
表
し
、
裏
は
截
金
に
よ
る
密

な
網
紋
が
見
ら
れ
る
。
条
帛
の
裏
の
細
か
い
網
紋
は
、
京
都
・
知
恩
院
蔵
阿
弥

陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
中
の
阿
弥
陀
の
着
衣
に
み
ら
れ
る
も
の
と
近
く
、
鎌
倉

時
代
以
降
に
流
行
し
て
い
く
文
様
と
さ
れ
る
）
₂₂
（

。

　

半
跏
し
た
下
半
身
に
は
裳
を
は
き
、
腰
布
を
つ
け
る
。
裳
は
朱
地
に
截
金
の

四
ツ
菱
入
り
七
宝
繋
ぎ
紋
を
表
し
、
そ
の
上
に
彩
色
の
団
花
紋
を
描
く
（
図

14
）。
団
花
紋
は
中
心
に
白
緑
の

四
枚
の
葉
を
配
し
、
更
に
そ
の
四

枚
の
葉
の
周
辺
に
八
か
ら
九
弁
の

群
青
の
花
を
四
つ
配
す
。
そ
れ
ら

の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
小
さ
な
白

緑
の
葉
を
描
き
込
む
。
衣
紋
線
に

は
照
隈
、
色
隈
を
施
す
丹
念
さ
を

見
せ
、
地
の
色
か
ら
截
金
が
浮
い
て
平
面
的
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
す
る
）
₂₃
（

。
こ

の
技
法
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
普
賢
菩
薩
画
像
の
裳
の
表
現
と
共
通
す
る
。
ま

た
個
人
蔵
本
の
団
花
紋
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
十
二
天
画
像
中
月
天
（
図

15
）
や
東
京
国
立
博
物
館
蔵
普
賢
菩
薩
画
像
の
そ
れ
と
、
彩
色
は
異
な
る
も
の

の
構
成
が
近
似
す
る
。

　

耳
璫
、
胸
飾
、
臂
釧
、
腕
釧
な

ど
の
装
身
具
は
、
丹
地
で
下
彩
色

を
し
た
上
に
金
泥
を
乗
せ
、
墨
線

で
描
き
起
こ
し
て
お
り
、
頭
光
の

仏
師
箔
や
、
裳
の
照
り
隈
・
色
隈

と
併
せ
て
発
色
に
慎
重
な
姿
勢
が

見
て
取
れ
る
。
一
方
で
そ
れ
ら
の

構
造
は
明
快
で
あ
る
。
特
に
臂
釧

の
端
は
大
ぶ
り
な
蕨
手
状
で
、
鎌

倉
時
代
前
期
の
山
口
・
国
分
寺
蔵

図13

図14図15



閻
魔
天
画
像
二
題

一
二
五

十
二
天
曼
荼
羅
や
、
中
期
の
京
都
・
随
心
院
蔵
愛
染
曼
荼
羅
画
像
、
後
期
の
大

阪
・
金
剛
寺
蔵
尊
勝
曼
荼
羅
に
見
ら
れ
る
も
の
と
類
似
す
る
。

　

閻
魔
天
が
坐
す
水
牛
は
両
前
脚
を
折
り
曲
げ
、
氍
毹
座
に
伏
す
。
両
目
を
見

開
き
、
舌
を
出
し
て
鼻
鏡
を
舐
め
る
様
子
で
あ
る
。
肉
身
部
は
乳
白
色
で
、
輪

郭
や
顔
面
部
、
体
部
の
筋
は
紫
が
か
っ
た
茶
色
で
描
き
起
こ
す
。
首
元
や
腹
、

尻
に
は
薄
く
朱
隈
を
つ
け
る
。
紫
が
か
っ
た
茶
の
色
線
で
輪
郭
線
や
筋
を
描
き

起
こ
す
表
現
は
、
十
三
世
紀
初
頭
の
奈
良
・
北
村
家
蔵
一
字
金
輪
曼
荼
羅
中
の

獅
子
や
白
象
に
見
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
奈
良
・
南
法
華
寺
蔵
一
字
金
輪
曼

荼
羅
中
の
白
象
に
も
認
め
ら
れ
る
。

右
下
眷
属
（
図
16
）

　

頭
部
は
高
髻
を
結
い
髪
際
は
波
打
た
ず
、
両
耳
の
前
に
髪
束
を
通
さ
な
い
ま

ま
、
背
中
へ
と
垂
髪
す
る
。
頭
髪
は
群
青
。
両
眉
は
緩
や
か
な
弧
を
や
や
長
め

に
引
く
。
眉
の
下
辺
に
は
群
青
色
を
添
わ
せ
る
。
眼
の
上
辺
は
濃
墨
線
と
し
、

下
辺
は
細
い
朱
線
の
み
で
、

眼
頭
と
目
尻
に
は
色
を
差
さ

な
い
。
瞳
は
黒
で
点
じ
、
周

囲
を
色
で
囲
ま
な
い
。
鼻
は

鼻
梁
を
描
き
、
右
の
小
鼻
の

み
表
す
。
唇
は
朱
で
、
上
下

唇
の
界
線
は
、
墨
線
の
一

筆
で
、
中
央
で
下
向
き
に
湾
曲
す
る
弧
を
描
く
。
こ
の
よ
う
な
面
貌
表
現
は
、

十
三
世
紀
初
頭
の
京
都
・
安
楽
寿
院
蔵
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
の
眷
属
や
、
鎌
倉

時
代
前
期
の
国
分
寺
蔵
十
二
天
曼
荼
羅
中
に
見
ら
れ
る
諸
眷
属
（
図
17
）、
鎌

倉
時
代
後
期
の
大
阪
・
松
尾
寺
蔵
孔
雀
経
曼
荼
羅
中
の
眷
属
に
共
通
す
る
。

　

上
半
身
に
は
条
帛
を
着
す
。
条
帛
の
表
は
地
を
極
薄
い
朱
具
と
し
、
衣
褶
線

の
間
を
朱
で
彩
色
し
、
群
青
の
彩
色
で
三
ツ
又
の
雲
紋
を
散
ら
す
。
衣
紋
線
に

は
截
金
を
沿
わ
せ
る
。
三
ツ
又
の
雲
紋
散
し
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
制
作
で
あ

る
京
都
・
禅
林
寺
蔵
山
越
阿
弥
陀
図
や
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
制
作
で
あ
る
個
人

蔵
閻
魔
天
曼
荼
羅
、
禅
林
寺
蔵
十
六
羅
漢
画
像
に
見
ら
れ
る
も
の
に
近
い
。

　

下
半
身
に
は
裳
を
は
き
、
腰
布
を
着
す
。
裳
の
表
内
区
は
、
朱
地
に
彩
色
で

団
花
紋
を
表
す
。
団
花
紋
は
中
央
に
白
群
の
四
弁
花
を
配
し
、
そ
の
四
方
に
白

緑
で
三
葉
を
配
し
て
円
形
と
し
た
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。

左
下
眷
属
（
図
18
）

　

上
裸
の
鬼
形
を
表
す
。
両
眼
を
見
開
き
、
瞳
は
黒
で
点
じ
、
そ
の
周
囲
を
朱 図17

図16



一
二
六

で
囲
む
。
目
頭
と
目

尻
に
は
白
群
を
差

し
、
眼
の
周
囲
は
濃

墨
線
で
描
き
起
こ

す
。
鼻
は
鼻
梁
線
と

小
鼻
を
描
き
、
鼻
孔

に
は
白
群
を
差
す
。

口
は
上
歯
全
体
で
下
唇
を
噛
む
。
眉
毛
は
濃
墨
線
で
毛
描
き
す
る
。
頭
髪
は
頭

頂
を
残
し
て
炎
髪
を
二
股
に
分
け
る
。
炎
髪
は
薄
い
丹
を
下
地
と
し
、
部
分
的

に
乳
白
を
重
ね
、
さ
ら
に
黒
で
毛
描
き
を
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
截
金
を
置
く
。

肉
身
部
は
朱
色
で
、
筋
肉
の
隆
起
を
表
す
筋
や
輪
郭
を
、
水
牛
に
見
ら
れ
た
紫

が
か
っ
た
茶
の
色
線
で
描
き
起
こ
す
。

　

以
上
、
個
人
蔵
本
の
様
式
を
観
察
し
て
き
た
。
中
尊
・
閻
魔
天
の
面
貌
に
は

十
二
世
紀
院
政
期
の
仏
画
群
に
近
い
趣
が
感
じ
ら
れ
、
技
法
に
お
い
て
も
仏
師

箔
の
使
用
や
照
隈
、
色
隈
な
ど
、
発
色
に
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
一
方

で
、
装
身
具
の
意
匠
や
文
様
は
時
代
の
降
下
を
示
し
て
い
る
。
各
部
の
様
式
と

類
似
す
る
作
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
制
作
は
鎌
倉
時
代
前
半
、
十
三
世
紀
初

め
か
ら
中
ご
ろ
と
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
図
様

　

独
尊
で
描
か
れ
る
閻
魔
天
画
像
と
し
て
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
個
人

蔵
本
で
あ
る
が
、
三
尊
構
成
で
あ
る
点
で
醍
醐
寺
本
や
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
は
異
な

る
。
三
尊
の
図
様
に
つ
い
て
、「
こ
の
種
の
古
本
に
は
西
大
寺
本
十
二
天
像
中

の
一
本
が
あ
り
、
左
右
に
侍
者
を
従
え
る
点
も
個
人
本
に
近
く
、『
金
剛
頂
瑜

伽
護
摩
儀
軌
』
を
典
拠
し
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
）
₂₄
（

。

　

し
か
し
個
人
蔵
本
は
、『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』
に
依
拠
す
る
十
天
形
像
中

の
閻
魔
天
と
左
右
手
の
持
物
・
印
相
が
反
転
す
る
し
、『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』

の
説
く
と
こ
ろ
を
図
様
化
し
た
『
図
像
鈔
』
や
『
覚
禅
鈔
』
に
表
さ
れ
る
四
眷

属
に
は
、
個
人
本
と
図
像
が
一
致
す
る
眷
属
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
個
人

本
が
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』
を
そ
の
ま
ま
典
拠
と
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

三
尊
の
図
様
を
も
つ
閻
魔
天
画
像
と
し
て
は
、
先
学
の
指
摘
通
り
、
西
大
寺

蔵
十
二
天
画
像
中
の
閻
魔
天
幅
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
西
大
寺
本
の
閻
魔
天

は
右
手
に
人
頭
幢
を
持
っ
て
お
り
、
鬼
形
の
眷
属
は
右
前
に
坐
す
点
で
個
人
蔵

本
と
は
異
な
る
。
ま
た
京
都
国
立
博
物
館
蔵
十
二
天
画
像
中
の
閻
魔
天
も
三
尊

構
成
で
あ
る
が
、
閻
魔
天
が
氍
毹
座
に
坐
し
、
左
右
前
に
配
さ
れ
た
二
眷
属
は

菩
薩
形
で
あ
る
。
鳥
獣
座
で
三
尊
構
成
の
閻
魔
天
画
像
と
し
て
は
、
現
存
作
例

は
な
い
も
の
の
『
御
質
抄
』
記
載
の
十
二
天
画
像
中
閻
魔
天
が
挙
げ
ら
れ
る
）
₂₅
（

。
し

か
し
眷
属
に
つ
い
て
は
、
二
人
と
記
さ
れ
る
の
み
で
そ
の
形
像
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
閻
魔
天
と
右
下
の
眷
属
の
二
尊
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
二
尊

の
み
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
閻
魔
天
と
黒
暗
天
女
の
二
尊

（
図
５
）
に
近
い
。
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
黒
暗
天
女
が
閻
魔
天
を
見
上
げ
る

様
子
は
個
人
蔵
本
と
共
通
す
る
。
右
下
の
眷
属
が
左
手
に
持
つ
環
状
の
中
に
人

面
を
表
し
た
人
頭
幢
や
、
右
手
の
印
相
も
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
黒
暗
天
女
と

一
致
す
る
。

図18



閻
魔
天
画
像
二
題

一
二
七

　

一
方
、
左
下
の
眷
属
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
閻
魔

天
は
鬼
形
の
眷
属
を
伴
っ
て
お
ら
ず
、
別
の
図
像
か
ら
転
用
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
鬼
形
の
眷
属
は
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌
』
が
説
く
よ
う
に
、
鬼

を
眷
属
と
し
て
伴
う
閻
魔
天
の
性
格
を
考
慮
し
て
、
付
加
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
手
本
と
な
り
得
た
も
の
と
し
て
は
、
当
然
『
十

天
形
像
』（
図
19
）
や
『
図
像

鈔
』、『
覚
禅
鈔
』
と
い
っ
た
先

行
す
る
閻
魔
天
の
図
像
、
西
大

寺
蔵
十
二
天
画
像
中
閻
魔
天
な

ど
の
絵
画
に
描
か
れ
た
眷
属
の

鬼
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
鬼
の
口
元
は
両

端
の
下
牙
を
む
き
出
し
、
足
は

二
指
な
い
し
三
指
で
あ
り
、
個

人
蔵
本
の
上
歯
全
体
で
下
唇
を

噛
む
面
貌
や
五
指
の
足
と
は
異

な
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
な

ら
ば
、
先
行
す
る
閻
魔
天
の
図

像
よ
り
も
む
し
ろ
、
現
図
胎
蔵

界
曼
荼
羅
中
の
増
長
天
の
眷
属

（
図
20
）
に
近
い
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
現
図
胎
蔵

界
曼
荼
羅
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
修
法
本
尊
と
し
て
の
閻
魔
天
と
無
関
係
で
は

な
い
と
考
え
る
。
頼
瑜
『
薄
草
子
口
決
』
第
十
七
「
焔
魔
天
供
」
）
₂₆
（

に
よ
れ
ば
、

　
　

 

今
天
別
無
本
経
軌
等
。
但
大
日
経
同
疏
形
像
眷
属
等
説
之
。
胎
軌
疏
等
印

言
説
之
。
大
旨
以
石
山
次
第
所
習
伝
之
也
云
云　

と
あ
り
、
閻
魔
天
に
は
本
経
軌
等
は
な
く
、
大
旨
は
『
石
山
次
第
』、
す
な
わ

ち
淳
祐
の
『
炎
魔
王
供
次
第
』
を
も
っ
て
習
い
伝
え
る
と
い
う
。
こ
の
次
第
の

写
本
は
金
剛
三
昧
院
に
現
存
す
る
が
、
筆
者
は
閲
覧
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

内
容
を
確
認
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
引
用
す
る
『
覚
禅
鈔
』
）
₂₇
（

の
道
場
観

を
見
れ
ば
、

　
　

道
場
観　

石
山

（
中
略
）
印
変
成
焔
魔
天
。
肉
色
。
左
持
人
幢
。
右
如
与
願
手
。
乗
黄
牛
。

後
牛
赤
色
乗
黒
牛
。
眷
属
囲
繞
云
々
。

と
、
閻
魔
天
供
を
修
す
る
際
に
観
じ
る
べ
き
本
尊
の
姿
が
記
さ
れ
る
。
道
場
観

の
中
で
壇
荼
印
か
ら
変
じ
た
本
尊
・
焔
魔
天
は
、
身
相
が
肉
色
で
、
左
手
に
人

頭
幢
を
持
ち
、
右
手
を
与
願
印
の
如
く
す
る
形
像
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
姿
で

現
さ
れ
る
根
本
図
像
は
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
閻
魔
天
を
お
い
て
他
に
な

い
。
閻
魔
天
供
の
本
尊
画
像
と
一
致
す
る
以
上
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
無
視

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

改
め
て
個
人
蔵
本
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
中
尊
・
閻
魔
天
と
右
下
の
眷
属

は
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
閻
魔
天
と
黒
暗
天
女
に
一
致
す
る
。
左
下
の
鬼
形

に
加
え
た
の
は
、
鬼
を
使
者
と
し
て
率
い
る
閻
魔
天
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
に
お
い
て
鬼
形
で
描
か
れ
、
使
者

図19図20



一
二
八

と
い
う
性
格
を
有
す
る
増
長
天
の
眷
属
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

四
、
閻
魔
天
供
の
本
尊
と
そ
の
系
譜

　

閻
魔
天
を
本
尊
と
す
る
閻
魔
天
供
は
、
十
世
紀
末
に
は
既
に
確
認
で
き
）
₂₈
（

、

十
二
世
紀
を
通
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。特
に
半
ば
頃
に
は
一
層
の
隆
盛
を
見
せ
、

数
量
主
義
を
反
映
し
た
六
十
壇
、
九
十
壇
で
の
閻
魔
天
供
が
修
さ
れ
て
い
る
）
₂₉
（

。

　

こ
の
時
期
の
本
尊
と
し
て
制
作
さ
れ
た
絵
画
と
し
て
は
、
ま
ず
醍
醐
寺
本
が

挙
げ
ら
れ
る
。
醍
醐
寺
本
は
そ
の
様
式
か
ら
十
二
世
紀
前
半
の
制
作
と
考
え
ら

れ
、
閻
魔
天
供
の
本
尊
と
し
て
懸
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
）
₃₀
（

。
醍
醐
寺
本
の
よ

う
な
独
尊
の
閻
魔
天
画
像
に
加
え
、
閻
魔
天
曼
荼
羅
も
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
閻
魔
天
曼
荼
羅
の

一
つ
に
「
十
九
位
曼
荼
羅
」
が
あ
る
。
園
城
寺
の
覚
猷
が
院
に
奉
っ
た
も
の

で
、
世
に
流
布
す
る
曼
荼
羅
で
あ
っ
た
と
い
う
）
₃₁
（

。
そ
の
他
、『
別
尊
雑
記
』
）
₃₂
（

や

『
覚
禅
鈔
』
に
載
せ
る
閻
魔
天
曼
荼
羅
が
あ
る
。
現
存
す
る
閻
魔
天
曼
荼
羅
で

十
二
世
紀
半
ば
ま
で
遡
る
作
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
当
時
の
事
相
書
に
記
載
さ

れ
る
閻
魔
天
曼
荼
羅
図
の
画
像
が
懸
用
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
を
通
し
て
は
、
准
胝
法
に
付
随
し
て
行
わ
れ

た
閻
魔
天
供
が
増
加
す
る
一
方
で
、
前
時
代
か
ら
の
、
す
な
わ
ち
准
胝
法
と
は

関
わ
り
を
も
た
な
い
独
立
し
た
閻
魔
天
供
も
継
続
し
て
行
わ
れ
た
。
准
胝
法
に

つ
い
て
は
、
理
性
院
流
が
独
占
的
に
修
し
、
そ
の
場
合
の
閻
魔
天
供
の
本
尊

は
、
菩
薩
形
の
赤
肉
身
で
、
青
色
の
水
牛
に
乗
る
姿
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
）
₃₃
（

、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
や
個
人
本
が
准
胝
法
に
伴
う
閻
魔
天
供
の
本
尊
画
像

で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
時
期
の
独
立
し
た
閻
魔
天
供
の
修
法
に
つ
い

て
は
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
二
月
十
七
日
、
近
衛
兼
経
の
発
願
と
す
る
恒

例
御
祈
の
中
で
閻
魔
天
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。
兼
信
僧
都
に
よ
っ
て
修
さ
れ
、
同

二
十
三
日
に
結
願
と
な
っ
た
）
₃₄
（

。
修
法
目
的
が
明
ら
か
な
記
録
と
し
て
は
、
貞
応

二
年
（
一
二
一
八
）
三
月
十
二
日
、
忠
快
に
よ
る
太
上
法
王
の
御
悩
消
除
、
寿

命
長
遠
を
祈
願
し
た
閻
魔
天
供
）
₃₅
（

、
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
五
月
五
日
、
成
源

に
よ
る
藤
原
頼
経
の
病
気
平
癒
を
祈
願
す
る
閻
魔
天
供
が
あ
る
）
₃₆
（

。
ま
た
建
長
元

年
（
一
二
四
九
）
三
月
四
日
に
は
、
藤
原
兼
経
が
発
願
し
て
、「
世
間
不
静
ニ

依
リ
」
閻
魔
天
供
が
修
さ
れ
た
記
録
が
残
る
）
₃₇
（

。
年
代
が
前
後
す
る
が
、
寛
元
四

年
（
一
二
四
三
）
に
は
、
近
衛
兼
経
を
発
願
と
す
る
閻
魔
天
供
が
た
び
た
び
行

わ
れ
て
い
る
）
₃₈
（

。
以
上
の
よ
う
に
准
胝
法
の
副
供
で
は
な
い
、
独
立
し
た
閻
魔
天

供
の
記
録
が
ま
ま
見
ら
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
や
個
人
本
は
、
こ
の
よ
う
な
閻
魔
天

供
の
本
尊
と
し
て
懸
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

十
二
世
紀
以
降
、
閻
魔
天
曼
荼
羅
の
図
様
に
関
す
る
記
述
が
、
東
台
密
の
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
盛
ん
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
掲
の
『
別
行
』
を
は
じ

め
、
実
運
『
秘
蔵
金
宝
鈔
』、
守
覚
『
沢
抄
』、『
秘
鈔
』
な
ど
の
東
密
の
事
相

書
に
は
、
閻
魔
天
曼
荼
羅
の
尊
位
に
従
う
壇
図
を
載
せ
て
お
り
、『
別
尊
雑
記
』

掲
載
の
閻
魔
天
曼
荼
羅
図
（
図
21
）
を
絵
画
化
し
た
も
の
が
修
法
本
尊
と
し
て

用
い
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
台
密
の
『
阿
娑
縛
抄
』
は
尊
位
を
記
し
た
様
々

な
閻
魔
天
曼
荼
羅
を
掲
げ
て
お
り
、「
凡
此
尊
曼
荼
羅
有
数
本
不
遑
具
載
」
と

あ
る
よ
う
に
、
数
種
の
閻
魔
天
曼
荼
羅
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
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て
独
尊
像
に
関
し
て

は
『
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩

儀
軌
』、『
十
二
天
供
儀

軌
』
に
基
づ
く
図
像

か
、
或
い
は
『
十
天
形

像
』
の
閻
魔
天
像
の
引

用
に
と
ど
ま
り
、
閻
魔

天
曼
荼
羅
ほ
ど
の
隆
盛

や
展
開
は
み
ら
れ
な
い
。　

　

し
か
し
独
尊
の
醍
醐
寺
本
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
、
個
人
蔵
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二

世
紀
前
半
、
十
二
世
紀
末
期
、
十
三
世
紀
前
半
と
、
一
定
の
時
間
を
置
き
な
が

ら
も
、
絶
え
る
こ
と
な
く
制
作
さ
れ
て
い
た
。
閻
魔
天
供
の
隆
盛
と
と
も
に
閻

魔
天
曼
荼
羅
が
絵
画
化
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
展
開

し
た
が
、
独
尊
の
閻
魔
天
画
像
の
需
要
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｍ
Ｉ
Ｈ

Ｏ
本
や
個
人
蔵
本
の
存
在
が
そ
れ
を
物
語
る
。

　

最
後
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
個
人
本
の
閻
魔
天
関
連
の
絵
画
群
へ
の
位
置
づ
け

を
試
み
た
い
。

　

現
存
す
る
閻
魔
天
の
絵
画
の
う
ち
、
最
古
の
醍
醐
寺
本
は
、
現
図
胎
蔵
界
曼

荼
羅
中
の
閻
魔
天
と
抜
き
出
し
た
よ
う
に
一
致
す
る
。
閻
魔
天
供
の
本
尊
と
し

て
懸
用
さ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
頭
部
を
右
に
向
け
る
様
子
は
、
現
図
胎
蔵
界

曼
荼
羅
と
い
う
根
本
的
な
図
像
を
写
し
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
覚
禅
鈔
』
本
閻
魔
天
曼
荼
羅
図
（
図
22
）
の
中
尊
は
、

醍
醐
寺
本
と
同
じ
く
右
を
向
く
閻
魔
天
で
あ
り
、
こ
の
図
像
の
規
範
性
の
強
さ

を
窺
わ
せ
る
）
₃₉
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
左
右
手
も
ま
た
、
儀
軌
で
は
な
く
、
現
図
胎

蔵
界
曼
荼
羅
に
図
像
の
典
拠
を
求
め
た
と
考
え
た
が
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
や

醍
醐
寺
本
と
顔
の
向
き
に
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
閻
魔
天
供
の
道
場
観
を
遵
守

し
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
閻
魔
天
と
左
右
手
を
一
致
さ
せ
な
が
ら
も
、
修
法

本
尊
と
し
て
の
性
格
を
強
く
押
し
出
し
た
結
果
と
み
る
。『
別
尊
雑
記
』
本
閻

魔
天
曼
荼
羅
図
や
仁
和
寺
蔵
閻
魔
天
曼
荼
羅
図
、『
四
家
鈔
図
像
』
巻
下
所
載

閻
魔
天
曼
荼
羅
図
、
木
崎
家
本
、
称
名
寺
本
、
フ
リ
ア
美
術
館
本
と
い
っ
た
正

面
向
き
の
閻
魔
天
を
中
尊
と
す
る
閻
魔
天
曼
荼
羅
が
多
い
の
は
、
修
法
本
尊
と

し
て
適
し
た
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
は
、
純
粋
な

独
尊
像
で
あ
る
点
で
醍
醐
寺
本
と
共
通
す
る
が
、
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
規
範

性
、
す
な
わ
ち
右
を
向
く
図
像
か
ら
脱
却
し
、
修
法
本
尊
と
し
て
の
性
格
を
強

め
る
点
で
、
発
展
を
み
せ
た
異
な
る
系
譜
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図21

図22



一
三
〇

　

個
人
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
閻
魔
天
が
正
面
を
向
く
点
で
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
系
譜

に
属
す
る
と
言
え
る
。
二
眷
属
を
付
加
す
る
例
は
他
に
見
な
い
が
、
制
作
者
の

意
図
を
導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
画
像
で
あ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
系
譜
に
お
い

て
独
尊
が
展
開
し
た
一
形
態
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
₄₀
（

。『
別
尊
雑
記
』
本
に

は
「
右
持
人
頭
幢
者
、
今
違
之
如
何
」
と
書
き
入
れ
が
さ
れ
て
お
り
、
図
像
に

つ
い
て
説
く
儀
軌
と
、
現
行
の
閻
魔
天
供
に
用
い
る
曼
荼
羅
の
中
尊
の
図
像
が

異
な
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
個
人
蔵
本
に
も
、
ま
た
、
現
図
胎
蔵
界

曼
荼
羅
に
依
拠
す
る
図
像
と
、
経
典
や
儀
軌
に
説
く
閻
魔
天
の
性
格
の
間
で
心

を
砕
い
た
様
子
を
見
て
取
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
と
個
人
蔵
本
の
二
本
の
閻
魔
天
画
像
に
つ
い
て
制
作
年

代
並
び
に
そ
の
系
譜
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。

　

独
尊
と
し
て
描
か
れ
る
閻
魔
天
画
像
が
三
本
し
か
現
存
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
み

で
閻
魔
天
画
像
の
系
譜
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
根
本
画
像
と
し
て

の
現
図
胎
蔵
界
曼
荼
羅
を
中
心
に
据
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
、
図
様
の
特
徴
を

閻
魔
天
曼
荼
羅
の
中
に
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
東
密
系
の
閻
魔
天
画
像
の
中
に

一
応
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。

　

本
論
中
で
は
様
式
と
図
像
の
考
察
に
終
始
し
、
両
本
の
制
作
背
景
、
修
法
目

的
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
両
本
が
制
作
さ
れ
た
十
二
世
紀

末
か
ら
十
三
世
紀
半
ば
の
閻
魔
天
供
は
、
病
気
平
癒
や
御
悩
消
除
、
寿
命
長
遠

を
目
的
と
し
た
複
数
壇
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
修
法
目

的
を
一
つ
に
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
未
だ
明
確
な
答
え
を
出
し
得
な
い
ま

ま
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
本
論
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
た
が
、
従
来
、
独
尊
の
閻
魔
天

画
像
作
例
と
し
て
並
立
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
三
本
を
、
そ
の
図
像
か
ら
東
密

の
閻
魔
天
関
係
の
美
術
の
中
に
位
置
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
両
本
の
閻
魔
天

の
図
像
か
ら
は
、
伝
承
さ
れ
る
修
法
次
第
の
道
場
観
と
、
根
本
画
像
た
る
現
図

胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
規
範
性
の
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
個
人
蔵

本
の
よ
う
に
、
閻
魔
天
の
性
格
を
加
味
す
る
制
作
者
の
意
図
、
或
い
は
時
代
の

受
容
が
反
映
さ
れ
る
様
子
は
、
密
教
絵
画
の
一
特
色
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。　

　

両
本
は
東
密
に
お
け
る
閻
魔
天
供
の
本
尊
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
で
あ
り
、
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
図
像
を
絵
画
化
し
、
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
、
当
時
の
閻
魔
天
供
の
姿
を
示
す
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

註

（
１
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
一
、
三
〇
頁
ａ

（
２
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
五

（
３
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
十
八
、
九
三
二
頁
ｂ

（
４
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
一
、
三
八
五
頁
ｃ

（
５
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
三

（
６
）　

前
掲
註
（
２
）

（
７
）　
『
大
日
本
仏
教
全
集
』
阿
娑
縛
抄
第
六
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一

（
８
）　

観
智
院
金
剛
蔵
本
『
諸
説
不
同
記
』
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
・
津
田
徹
英
氏
に
影

印
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
な
お
本
論
中
の
翻
刻
は
執
筆
者
に
よ
る
。

（
９
）　
『
諸
説
不
同
記
』
に
記
さ
れ
る
「
或
図
」
に
つ
い
て
は
、
松
原
智
美
氏
が
円
珍
と
の

関
わ
り
で
と
ら
え
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
る
（「『
諸
説
不
同
記
』
の
「
或
図
」
と
台
密
の

胎
蔵
図
」、『
美
術
史
研
究
』
二
十
八
、
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
、
一
九
九
〇
年
十
二

月
）
の
に
対
し
て
、
津
田
徹
英
氏
は
「
或
図
」
を
真
言
系
に
伝
来
し
た
胎
蔵
曼
荼
羅
の

異
本
と
述
べ
ら
れ
（「『
諸
説
不
同
記
』
と
「
現
図
」
胎
蔵
曼
荼
羅
」、『
文
化
財
の
保
存

及
び
修
復
に
関
す
る
国
際
研
究
集
会
（
第
32
回
）
報
告
書
』、
東
京
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
一
〇
年
三
月
）、「
或
図
」
に
つ
い
て
は
天
台
系
、
真
言
系
の
二
説
が
並
び
立
っ
て

い
る
が
、
本
論
に
は
大
き
く
影
響
し
な
い
と
考
え
る
。

（
10
）　

泉
武
夫
「
作
品
解
説
」（『
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

北
館
図
録
』、
一
九
九
七

年
）

（
11
）　

前
掲
註
（
10
）

（
12
）　

谷
口
耕
生
「
新
薬
師
寺
所
蔵
仏
涅
槃
図
考
│
中
世
南
都
の
涅
槃
儀
礼
及
び
舎
利
信
仰

と
の
関
係
を
中
心
に
│
」（『
仏
教
芸
術
』
二
五
一
、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）

（
13
）　

林
温
「
旧
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
絵
諸
尊
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
仏
教
芸
術
』
一
六
九
、

毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
十
一
月
）

（
14
）　

林
温
「
文
化
庁
保
管
十
一
面
観
音
画
像
に
つ
い
て
│
南
都
仏
画
考
三
│
」（『
仏
教
芸

術
』
二
二
一
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
七
月
）

（
15
）　

前
掲
註
（
10
）

（
16
）　

有
賀
祥
隆
「『
平
安
仏
画
』
と
『
南
都
仏
画
』」（『
日
本
美
術
全
集
七　

曼
荼
羅
と
来

迎
図
』、
講
談
社
、
一
九
九
一
年
六
月
）

（
17
）　

林
温
「
桜
池
院
蔵
薬
師
十
二
神
将
像
と
薬
師
如
来
画
像
│
南
都
仏
画
考
二
│
」（『
仏

教
芸
術
』
二
〇
三
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
七
月
）

（
18
）　
『
福
智
院
家
文
書
』
第
一
（『
史
料
纂
集
』
古
文
書
編
三
十
六
所
収
）

（
19
）　

筆
者
不
明
「
寺
伝
会
理
僧
都
閻
魔
天
像　

京
都
観
智
院
蔵
」（『
日
本
国
宝
全
集
』
解

説
三
十
四
、
日
本
国
宝
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
九
月
）

（
20
）　

個
人
蔵
本
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

　
　
　
　

 

① 

筆
者
不
明
「
伝
会
理
僧
都
筆
琰
魔
天
画
像
」（『
国
華
』
一
三
三
、
国
華
社
、

一
九
〇
一
年
六
月
）

　
　
　
　

②
前
掲
註
（
19
）

　
　
　
　

 

③ 「
作
品
解
説
」（『
桑
港
日
本
古
美
術
展
覧
会
』、
文
化
財
保
存
委
員
会
、
一
九
五
二

年
三
月
）

　
　
　
　

 

④ 「
作
品
解
説
」（『
密
教
美
術
大
観
』
第
四
巻　

天
・
法
具
・
祖
師
、
朝
日
新
聞

社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

（
21
）　

小
林
達
朗
「
研
究
ノ
ー
ト　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵　

国
宝
本
・
虚
空
蔵
菩
薩
像
の

表
現
」（『
美
術
研
究
』
四
〇
九
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
22
）　

吉
田
典
代
「
醍
醐
寺
蔵
地
蔵
菩
薩
画
像
の
再
検
討
」（『
仏
教
美
術
論
集
１　

様
式

論
│
ス
タ
イ
ル
と
モ
ー
ド
の
分
析
』、
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
十
月
）

（
23
）　

前
掲
註
（
21
）

（
24
）　

前
掲
註
（
20
）
④

（
25
）　
『
御
質
抄
』
記
載
の
十
二
天
画
像
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

　
　
　
　

 

① 

今
津
玲
子
「
西
大
寺
蔵
十
二
天
画
像
の
図
像
的
考
察
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研

究
』
第
二
十
号
、
日
本
宗
教
文
化
史
学
会
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）

　
　
　
　

 

② 

松
原
智
美
「
真
言
院
十
二
天
画
像
小
考
│
金
沢
文
庫
保
管
『
寛
信
法
務
後
七
日

法
記
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
│
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
八
八
、
神
奈
川
県
立
金

沢
文
庫
、
一
九
九
二
年
三
月
）

（
26
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
十
九
、
二
八
三
頁
ａ

（
27
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
五
「
裏
書
八
二
二
」

（
28
）　

十
世
紀
に
お
け
る
閻
魔
天
供
に
関
す
る
記
録
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　

 

① 

永
祚
元
年
（
九
八
九
）
二
月
十
日
、
円
融
法
王
が
一
条
天
皇
の
た
め
に
閻
魔
天

供
を
企
て
る
が
、
翌
日
、
閻
魔
天
供
に
代
え
て
泰
山
府
君
祭
を
修
す
。（『
小
右

記
』
一
〈『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
〉）

　
　
　
　

 
② 
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
七
月
七
日
、
藤
原
実
資
が
小
児
の
病
気
平
癒
の
た
め
に

閻
魔
天
を
奉
顕
す
る
。（『
小
右
記
』
一
〈『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
〉）

（
29
）　

六
十
壇
、
九
十
壇
に
よ
る
閻
魔
天
供
に
関
す
る
記
録
は
以
下
の
通
り
。



一
三
二

　
　
　
　

 

① 

康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
七
月
三
日
、
鳥
羽
上
皇
に
よ
る
六
十
壇
閻
魔
天
供

（『
本
朝
世
紀
』〈『
史
料
綜
覧
』
第
三
編
〉）

　
　
　
　

 

② 

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
五
月
九
日
、
鳥
羽
上
皇
に
よ
る
六
十
壇
閻
魔
天
供

（『
覚
禅
鈔
』
巻
第
一
一
八
）

　
　
　
　

 
③ 
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
七
月
十
七
日
、
九
十
壇
閻
魔
天
供
（『
覚
禅
鈔
』
巻

第
一
一
八
）

　
　
　
　

 

④ 

仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
七
月
八
日
、
鳥
羽
上
皇
に
よ
る
六
十
壇
閻
魔
天
供

（『
覚
禅
鈔
』
巻
第
一
一
八
）

（
30
）　

執
筆
者
、
口
頭
発
表
「
醍
醐
寺
本
閻
魔
天
画
像
に
関
す
る
一
考
察
」（
第
六
十
七
回

美
術
史
学
会
全
国
大
会
研
究
発
表
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
31
）　

前
掲
註
（
７
）

　
　
　
　

十
九
位
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

　
　
　
　

 

① 

中
野
玄
三
「
閻
魔
天
か
ら
閻
魔
王
へ
」（『
仏
教
芸
術
』
一
五
〇
、
毎
日
新
聞

社
、
一
九
八
三
年
九
月
）

　
　
　
　

 

② 

安
嶋
紀
昭
「
台
密
の
焰
魔
天
曼
荼
羅
に
つ
い
て
│
京
博
本
と
園
城
寺
本
│
」

（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
八
七
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
一
年
十
月
）

　
　
　
　

 

③ 

山
本
陽
子
「
焰
摩
天
十
九
位
曼
荼
羅
中
尊
と
五
道
大
神
の
像
容
に
つ
い
て
」

（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
九
、
鹿
島
美
術
財
団
、
一
九
九
二
年
）

（
32
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
三

（
33
）　

佐
々
木
守
俊
「
理
性
院
の
御
産
御
祈
と
本
尊
画
像
」（『
頼
富
本
宏
博
士
暦
記
念
論
文

集　

マ
ン
ダ
ラ
の
諸
相
と
文
化　

上
│
金
剛
界
の
巻
』、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
）

　
　
　

佐
々
木
氏
は
准
胝
法
に
つ
い
て
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
の
建
礼
門
院
の
御
産
祈

願
以
降
に
理
性
院
流
が
独
占
し
た
こ
と
、
准
胝
法
に
付
属
す
る
閻
魔
天
供
の
本
尊
は
、

「
理
性
院
焔
魔
天
供
次
第
」
の
説
く
よ
う
に
菩
薩
形
の
赤
肉
身
で
、
青
色
の
水
牛
に
乗

る
東
密
の
閻
魔
天
の
一
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　

藤
原
家
実
『
猪
隈
関
白
記
』
五
（『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
）

（
35
）　

前
掲
註
（
６
）

（
36
）　

𠮷
川
本
『
吾
妻
鏡
』
巻
三
十
二

（
37
）　

近
衛
兼
経
『
岡
屋
関
白
記
』（『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
）

（
38
）　

前
掲
註
（
37
）

（
39
）　
『
覚
禅
鈔
』
本
閻
魔
天
曼
荼
羅
図
に
は
、

　
　
　
　

所
用
曼
荼
羅
石
山　

師
伝
小
野
流
用
之　

私
云
七
巻
抄
偏
載
之

　
　

と
、
註
記
さ
れ
、
小
野
流
で
用
い
ら
れ
る
曼
荼
羅
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
と
、
す
れ

ば
、
醍
醐
寺
本
の
閻
魔
天
の
図
像
は
小
野
流
に
お
い
て
特
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
40
）　

そ
の
他
、
特
異
な
図
様
を
有
す
る
も
の
に
は
、
称
名
寺
本
閻
魔
天
曼
荼
羅
が
あ
る
。

称
名
寺
本
に
つ
い
て
は
三
山
進
氏
が
「
鎌
倉
時
代
に
流
行
し
た
十
王
思
想
が
純
密
教
風

の
焔
摩
天
曼
荼
羅
信
仰
に
混
入
し
た
結
果
」
で
あ
る
か
、
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（「
焔

魔
天
曼
荼
羅
図
称
名
寺
蔵
」『
三
浦
古
文
化
』
四
、三
浦
古
文
化
研
究
会
、
一
九
六
八
年

五
月
）。

画
像
出
典

図
１
、
10
、
19
『
密
教
図
像
大
観
』
第
四
巻
、
一
九
八
四
年
十
一
月

図
２
、
３
、
６
、
８
、
９
、
11
、
13
、
14
、
16
、
18
執
筆
者
調
査
時
撮
影

図
４
、
22
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
五

図
５
、
20
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
一

図
７
『
美
麗　

院
政
期
の
絵
画
』
二
〇
〇
七
年

図
８
『
密
教
図
像
大
観
』
第
三
巻
、
一
九
八
四
年
七
月

図
12
『
根
津
美
術
館
所
蔵
密
教
絵
画
鑑
賞
の
手
引
き
』
二
〇
一
三
年
七
月

図
13
『
密
教
図
像
大
観
』
第
二
巻
、
一
九
八
四
年
三
月

図
15
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
国
宝
十
二
天
画
像
』
下
、
一
九
七
七
年
四
月

図
17
別
尊
曼
荼
羅
』、
一
九
八
五
年
十
二
月

図
21
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
三
』

付
記

　

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
片
山
寛
明
氏
に
、
個



閻
魔
天
画
像
二
題

一
三
三

人
蔵
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
所
蔵
者
並
び
に
京
都
国
立
博
物
館
大
原
嘉
豊
氏
か
ら
格

段
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
ま
た
両
調
査
で
は
文
化
庁
川
瀬
由
照
氏
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
の
調
査
は
、
大
津
歴
史
博
物
館
鯨
井
清
隆
氏
、
本
学
博
士
課
程
西
川
真
理
子
氏
、

個
人
蔵
本
の
調
査
は
本
学
博
士
課
程
萩
谷
み
ど
り
氏
と
共
に
行
い
、
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
な

お
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
本
図
版
は
鯨
井
氏
、
個
人
蔵
本
図
版
は
内
田
啓
一
先
生
に
撮
影
し
て
頂
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


